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会  議  録 

会議の名称 第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和４年７月４日(月) 

    （午前・午後） ２時 00分 開会 

    （午前・午後） ４時 30分 閉会  

開 催 場 所 茨木市立男女共生センター ローズ WAM 404・405 号室 

議 長 
山本 博史 氏 

（追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 教授） 

出  席  者 

【評価委員】 

山本博史氏（学識経験者）、藤原直樹氏（学識経験者）河合将生氏（ＮＰＯ関係者）、

髙田和子氏（地域活動関係者）、板倉幸司氏（公募市民） 

（  ５人） 

【事務局】 

中井市民文化部長、高崎市民協働推進課長、山本市民協働推進課市民活動係長、 

濵田市民協働推進課職員              

                                （ ４人）                                                               

【関連課及び担当課】 

文化振興課、市民生活相談課、環境政策課、健康づくり課 

                （  ４課） 

                           

開 催 形 態 原則公開（傍聴者０人） 

議 題 ( 案件 ) 

（１）諮問 

（２）会議の公開・非公開の決定、傍聴要領、会議の概要説明 

（３）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和４年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧（連携型） 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

 

山本委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会及び部長あいさつ 

 山本委員長へ諮問書を手交 

 

 委員長あいさつ 

  

 公開・非公開の決定について（原則公開） 

 会議録について（要点筆記とする） 

本日の会議の概要説明 

 

 ----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

【連携型】 

 「スイーツ×クラシック」（仮称）食と音楽のコラボレーション 

INUI MUSIC SALON 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・連携の取組みのため、準備段階から連携先であるプチプランスと連携することによ

り、相互の学びや新たな発想を得ることができると想像して、準備段階での話し合い

等は行っているのか。 

 また、補助金の採択の有無でどのように変わるのか。 

⇒当日だけでなく、準備段階から連携し、採択されない場合も自己負担で共にコンサ

ートを実施することを約束いただいている。 

また、補助金が採択された場合は、飴細工やプチプランスの報償費等を充実させ事

業を実施することができる。 

・Vol.１では、スイーツをテーマに実施となっているが、 Vol.２、３と今後の展開

はあるのか？ 

⇒今後の展開として、ハンガリーに留学していたことから、ハンガリー料理の目利き

ができるため、現地と近い料理を提供できることからハンガリー料理と音楽（ジビエ

料理企画）を計画している。 

・当日のトーク原案は、連携先と協力して作成しているのか。 

⇒連携先のプチプランスとの話合いを踏まえて、INUI MUSIC SALON で原案を作成し、

プチプランスに肉付けをしてもらう。 

 

【連携型】 

 Ibaraki Music Village 

茨木音楽村実行委員会 

 

【関連課 意見】 
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山本委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉委員 

 

 

 

 

【質疑応答】 

・団体との連携はしているが、寄せ集めとなっていないか？ 

 また、単なるイベントをやるのが、竹田市の取組みではない。 

⇒竹灯籠にした後の竹の利活用は進んではいない。 

イベント単体では、指摘いただいた点をすぐに変えることは難しいが、竹灯籠とコ

ミュニケーションを取りながら、変えていければと考えている。 

連携の形としては、それぞれできることを持ち寄り、寄せ集め感があると言われれ

ばその通りであるが、一緒に何かをやってみて、特性が分かり、お互いどうしますか

と言う話が出てくる可能性があると考えている。 

また、密な連携をとるに当たって、お互いに何ができるかがわからないこともある

ため、一度同じ場所でイベントを実施してみることから始め、新しいことが生まれて

くることを期待している。 

・連携型は、自由テーマ型と違って、他団体と共に事業を実施することにより、シナ

ジーが生まれて、１+１が３、４となることを期待しているため、連携することによ

り、何かができることを示さないといけない。 

⇒茨木市内で活動している地元ミュージシャンは、身内（音楽関係者）のつながりし

か持っておらず、子ども向けにイベントを実施することが苦手であるため、これまで

から、子ども達を対象にイベントなどを実施してきたところと協働してやることが一

つのシナジーになりうると考えている。 

また、多世代、特に親子世代が集まるイベントを実施することにより、新たなつな

がりをつくるができる。 

・公益性の観点から、何人ぐらいの方に影響を与えられるか。 

⇒具体的な数字では、ワークショップの参加者 20～50 家族、来場者約 300 人、出演

者約 60 人、運営 10 人、竹灯篭関係者 10人、うちらぼメンバー７～10人の方に影響

を与えることができると想定している。 

また、本事業において、一番望んでいる結果は、転入者でルーツが茨木でない方が

イベントを通じて、ローカルなところとつながり、音楽関係者は音楽人口の獲得、参

加者は新たなつながりを作ってもらう。 

 

【連携型】 

 これからどうなる？情報化社会！～インターネットとの賢い付き合い方～ 

Mama-LINK 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・想定している人数は、予算書に記載しているとおり 20 人か。 

⇒補助金申請当初は、最大 30 人規模で１回あたり約 20 人を想定していたが、より多

くの方に来場いただきたいという思いから、少し大きい会場に変更し、50人程度の来

場を見込んでいる。 
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板倉委員 

 

 

 

 

藤原副委員長 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

高田委員 

 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

・印刷製本費が 3,000 円となっているが、チラシ等の作成はできるのか。 

また、現在の印刷製本費の金額では、広く周知することが難しいのではないか。 

⇒印刷製本費についても、30 人規模を想定して予算を立てていたため、会場変更に伴

う来場者数が増加することを見越して、追加で業者に発注し、500～600 枚チラシを印

刷する予定としている。 

・今回の募集において、連携がテーマとなっていることから連携による効果を説明し

てほしい。 

⇒親学びきらりんは、子育て支援をしている団体で、午前中の対応というところの集

客及び周知ができると考えている。 

 また、東中学校区青健ネットは、教職員や学生へのアプローチをすることができる。 

・集客面も大事であるが、子育て世代の親子がどういったことに、難しさや危険性を

感じているか、学びのニーズがあるのかをミーティングを重ねることで、双方に課題

を把握し、事業の内容につなげていくこと、企画面での一緒に実施する良さがあると

考えるが、その点はどのように考えているか。 

⇒コロナ禍において、家の中で過ごすことが多くなっており、インターネットにふれ

る機会が増加していることから、午前中にオンライン配信を行わない理由として来場

いただき、リアルに会ってもらい、つながりを作ってもらいたいと考えている。 

・それは、連携先と調整して出てきた内容か。 

⇒連携先と話合いで出てきた内容である。 

・午前中にライブ配信をしないとのことだが、子どものいる家庭は、講演を聞きたく

ても行けない場合があるため、ライブ配信を検討してもいいのではないか。 

⇒当初は、ライブ配信を考えていたが、交流できる場が欲しいとのニーズもあったた

め、今回においてはライブ配信無しで実施する。 

また、会場に来ていただいたら、スタッフがいるため、講演中に子どもが泣いたり

した際もスタッフにより対応することが可能なため、保護者の方には、集中して話を

聞いていただけるものと考えている。 

・収支予算書を作成する際は、積算根拠等の内訳をしっかりと記載してください。 

  

【連携型】 

 イバラキエシカルマーケット 

エシカリズム 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・収支予算書を見ると補助金と自己資金で実施となっているが、出店者から出店料を

負担いただくなど、検討してみてはどうか。 

また、報償費について、ボランティアで１日当たり１万円は少し高額ではないか。 

全体を通して、仕組みを変えていかないと団体の持ち出しだけでは、継続した事業

にはなってこない。 

⇒報償費について、約 20 人程度のボランティアが参加を予定しているため、１人当
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板倉委員 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原副委員長 

 

 

山本委員長 

 

 

山本委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉委員 

 

 

板倉委員 

 

山本委員長 

 

たりの単価は少なくなる。 

テントについては、各自で持ち込んでもらうよう依頼している。 

出店料については、売上が見込めない団体もいるので、もらうのは申し訳ない。 

また、出店者から寄付するとの話もいただいているがいただいていいのか、今後出

展料は検討していかないといけないとは考えている。 

・プレゼンを聞いていると、一番やりたいことは、「エシカル」、だとわかるが、資料

からは見えてこない。 

・寄付について、寄付も参加の一つなので問題はない。 

他の団体からの学びを得るために、エシカルや環境について事業を行っている団体

と連携をすることで新たな学びを得ることができるため、検討いただければと思う。 

 

【連携型】 

 菜園教室と環境学習 

特定非営利活動法人地球環境再生機構 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・今回の事業の参加者は、けいあいの舎の方が対象なのか。また、一般の参加はでき

るのか。 

⇒茨木市の全住民 20 家族 60 人が対象。 

・けいあいの舎は、事業実施に際してどういう役割を担うのか（どう関わっていくの

か）。 

⇒けいあいの舎には、事業に参加していただく。 

・これまでに参加されている方と今回の事業の参加者は同じか。 

⇒同じ方もいるが、チラシ等を作成し、新たに募集する予定。 

 

【連携型】 

みんなにやさしいクッキング～食物アレルギー対応～啓発事業 

LFA 食物アレルギーと共に生きる会 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・オンラインでの活動のアクセス数はどれくらいか。 

⇒交流会は１回につき約 20 人、講演会は約 200～500 人が茨木市の方だけでなく全国

からオンラインで参加いただいている。 

・交流会のテーマは、毎回変わるのか。 

⇒時期によってテーマを変えて開催している。 

・団体概要調書の主な活動拠点で２府４県の公共施設と記載しているが、交流会等の

参加者で茨木市の世帯数はどれくらいか。 
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河合委員 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

 

⇒茨木市の方は30から40世帯の方に参加をいただいている。 

最近では、オンライン開催がメインとなっていることから、近隣の市からの参加が

増えている。 

・今回連携する団体は、子ども食堂の子どもが来れるよう後押ししてくれる団体か。 

⇒連携先のシェアリンク茨木は、子ども食堂の会議をまとめているため、子ども食堂

を行っている方々とのつながりが深く、参加いただけるよう呼びかけをいただける。 

  

他に意見がないため、以上でプレゼンテーションを終了する。 

 

次回は、７月11日（月）午後２時から、茨木市役所南館10階大会議室で開催予定。 

  

以上で、第５回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


